
第 1402 回例会報告 

ＺＣ公式訪問・多治見ＬＣ/多治見陶都ＬＣ合同例会（626 回） 

          

                    日 時 2018 年 7 月 19 日（木） 

                    場 所 市民プラザ  

                    司 会 幹事 Ｌ.佐藤 豊 

 

◎会長挨拶  Ｌ.古賀政男 

 皆さんこんばんは！ 

  本年度 多治見ＬＣ 第 59代会長にご推挙いただきましたＬ.古賀でございます。 

「変革・地域貢献」をスローガンに執行部・各委員長を中心に、会員の皆様の 

  ご意見に真摯に耳を傾けながら、精一杯運営に当たらせていただく所存ですので、 

  皆様のご理解ご協力またご指導を心よりお願い申し上げます。 

  本日は安藤敏彦ＺＣ ＺＣＡのお二人には、合同例会にご出席いただきまして、誠にありが 

とうございます。 

  先日の会長会議の席上、安藤ＺＣから「第 3Ｚ6クラブは互いに連携しあい、一体感を持って 

 各行事に取り組みたい」とお話がございました。 

多治見ＬＣとしましても、ＺＣの思いを受け、各クラブと連絡を密にし、協力体制を築いて 

まいりたいと思います。 

この件につきましては、陶都ＬＣの若尾前会長も 昨年 山内ＨＺＣ訪問例会で述べられており

ました。私も共感を致します。 

  大阪北部地震 西日本豪雨 又、昨日の多治見最高気温４０.７℃ 

 今このときに 6クラブがまとまって取り組めることはないのか？ 

 真剣に考えるときが来たのではないでしょうか？ 

  ライオンズクラブ１０２年目のスタートに当たりまして、本日はしっかりと安藤ＺＣの 

 ご指導を頂きたいと思います。 

 お忙しい中をご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 これを歓迎のご挨拶にかえさせていただきます。 

 本日はありがとうございました。 

 

 

◎ＺＣ入場 先導 多治見陶都ＬＣ幹事Ｌ.吉川厚志  

  ◎会長歓迎挨拶 Ｌ.古賀政男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◎多治見陶都ＬＣ会長 Ｌ.小澤隆幸      ◎ＺＣ挨拶 Ｌ.安藤敏彦 

  

 

 

 

 

 

 

 

◎多治見陶都ＬＣ会長 Ｌ.小澤孝幸 

皆様こんばんは。ゾーンチェアパーソン訪問例会ということで 本日はようこそおいで下さい

ました。また、多治見ライオンズクラブと多治見陶都ライオンズクラブの合同例会ということ

で、会場設定からいろいろして頂きまして誠にありがとうございます。約 60年前に多治見ＬＣ

が誕生して 20数年くらいして多治見陶都ＬＣが誕生したわけですが、誕生以来、多治見ライオ

ンズクラブにいろいろ教えていただいております。本日の安藤ゾーンチェアパーソンは横の糸

を強くしていきたいということで 今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

国際協会からは最近横文字でいろいろ指導がきますが、縦の糸かなということで縦と横の糸が

かみ合って我々ライオンズクラブの未来があると思いますので、今後ともよろしくお願いした

いと思っております。これをご挨拶にかえさせていただきます。 

 

◎ＺＣ挨拶 Ｌ. 安藤敏彦 

皆様、こんばんは。瑞浪桔梗ライオンズクラブから 1年間 ゾーンチェアパーソンを拝命をう

けました、安藤です よろしくお願い致します。 

他の例会にでるのは、１５年前くらい前に多治見ライオンズクラブの例会に１回だけでたこと

がありますが、気さくなところだったと思っております。今日、瑞浪は私が出るころには 34度

くらいで 多治見に着いたら 36.5度になって やっぱり死ぬ覚悟で多治見に来ないといけな

いなあと思っております。 

とりあえず、キャビネットのほうからこれだけは言ってほしいということが 2つあります。 

ガバナーの基本方針であります、５つの基本方針の中で１番目のＧＭＴ・ＧＬＴの会員増強を

して下さいとお願いがありました。 現人数 家族会員を含めて 6％の会員増強をお願いした

い、多治見ライオンズクラブは古賀会長から、今度の８月１８日に多治見ライオンズクラブが 

３人目の方が入会されるということで、かなり頑張ってみえますが、ガバナー、キャビネット

の方の目標人数からは４人くらい足らないのではないか思っておりますので、１年頑張って頂

きたいと思います。     

それから、基本方針 2というところで、ＬＣＩＦを３年間で３億ドル、日本円にすると 3300

億円ぐらいを 世界中で貯めたいと、それをすることで、いろいろ手助けをうけたいところに

お金をもっていけるということで、去年度の説明でありました。その度に 334-B地区では 37万

ドルで３Ｚでは２万５千ドルをＬＣＩＦの基金としてドネーションしてほしいというお願いが

ありました。これは計算しますと 334-B地区で 24万ドルしか集まっておりませんので、13万

ドル 1500万円くらい足らないのが目にみえてわかっております。目標設定額ですので、是非

とも皆様にご協力をしてほしいとのことでありました。 



それから、キャビネット事務局が 皆様から 1人 1200円いただいて 名古屋駅前に開けるだ

ろうと、キャビネット事務局を固定化することは、複合年次大会でも投票で可決されました。 

来年の 1月には開かれるだろう 名古屋を中心に三重・岐阜の方々が集まって キャビネット

会議が行われるような形になるだろうと思っております。皆様にはいろいろドネーションをし

ていただく、お願いごとばかりになりますが、先程、古賀会長が言われましたように３Ｚは 1

つであったらいいなと思っておりますので、何かアクティビティを共有できるものはすべて共

有したらどうかなと 思っております。ちょっとだけでも手助けができたらいいなとゾーンとし

て頑張らさせていただきますので、１年間お世話になりますが宜しくお願い致します。 

 

◎委嘱状授与 Ｌ.松尾精介 334-B地区名誉顧問 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

◎ラスベガス国際大会報告会  

 

 

 

 

 

多治見陶都ＬＣ  

                    Ｌ.渡邉 孝 Ｌ.丹羽浩康  

 

 

◎幹事報告 Ｌ.佐藤 豊   

  

 

 

 

 

 

◎出席報告    Ｌ.加藤敏康 

 

  実質出席人数 ５４名 

  出席者２６名  出席率 ４９.０％ 

 

 



【テールツイスターからのお知らせ】 

 

今年度は、誕生日の花言葉をお贈りします。 

花が咲く時期というのは、その植物にとって一番エネルギーが放出され、輝いて

いる時期です。 

誕生花の由来はギリシャ・ローマの神話時代にさかのぼります。誕生日の花は、

守護神のように自分を守り、幸福、愛、富をもたらしてくれるものだと信じられて

いました。 

「花」という視点から自分や人を見つめてみるのも面白いですね。 

毎月第 1例会に、その月の誕生日の会員と花言葉を、ボードに掲示します。 

諸説ありますが、気軽にお楽しみください。 

 

  

    平成３０年７月  須永啓之 

 


